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創立 1817年  (共学1870年） 

• ３キャンパス Ann Arbor, Flint, Dearborn.  

• 学部生 28,395人, 大学院生15,230人 （43,625人） 

• 教員数  5,600 人 

• 学部授業数 5,500  

 





    

 



 
Afganistan から Zimbabwe まで  

100 カ国以上からの留学生 
  

 

 

  

 

 





 

UM Library (Hatcher Graduate, Asia, Undergraduate, Special collection, 
Map, Science, Media, Chemistry, Music, Art & Engineering, Fine art, Health Science), Business Library, Law Library,  

Bentley Historical library, Ford Library.  
                                                    
                                                        

                  2014-2015 Collection :                    13,829,825 volumes     
 

                                   国会図書館 (平成24年）            41,074,863  冊 
 
                                                    議会図書館 Library of Congress 日本語図書   1,206,010  冊 
 
                                                                                                      ミシガン 日本語図書                    315,549  冊    
                                                                                                                                                                                                           13 online                                                                             
                                                                                                       リファレンス  83,837 件  （167,776 件 2012年） 

 
                          専門職           200 人 
                         テクニカルサポート職  342 人 
                          学生アシスタント     121 人 

                     
                    ILL provide           56,653件 
                                        ILL received         53.506件 

 
                        予算 資料 $25,349,878 （約２５億円  ＄１＝１００円）   

                     
       人件費 $34,209,725   

    
           

 
 
                                               



 
 
４１１ 教育機関, １,７８９ 人日本研究者 （2012年国際交流基金調査） 
                  11% (44)の機関にのみ日本・東アジア研究司書の補佐がある 
(Directory of Japan specialists and Japanese studies institutions in the United States and Canada : 
Japanese studies in the United States / The Japan Foundation, 2012)    # Fiscal budget 2009-2010 
compiled by the Council of East Asia Libraries Statistic Committee 



   
増加する電子資料  

 増加するビックデータ 
データ解析ソフトの多様化  

  
変化する研究方法、学習手法、教育と学術 

 
 

ミシガン大学 図書資料利用状況  2014. 7月- 2015. 6月 
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1990 - 2000年代 

の変化 
IT の発展 

資料の電子化 
グーグルプロジェクト 

グローバルな
研究 

研究方法の多様化 

グループワークの増加 
多様な学習と研究スタイル 

研究資料の多様化 

グローバル化する
経済活動 

多様な消費者を
対象にする 

多種多様な人間がチームで働き 
世界に通用する商品を創る 

図書館サービスの変化 （生き残り大作戦） 
 

ラーニングコモンズ ・ リサーチコモンズ 

オンライン資料の増加で
来館利用が減少 

 

図書館の大危機 



多様な人間 ー 多様な学習スタイル 知的空間 
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   教育と研究のグローバル化、様々な分野による協同研究  
 
 

• 2001 9.11 の教訓 「異文化を理解できる世界市民の育成」ー大学の使命と教育理念になる 

 
 

• 主要データベース によって アメリカでの研究が 世界的に よく知られている 
 

        京都の路地裏にある老舗 ｖｓ 有名店が集中するニューヨーク５番街にあるユニクロ     
 
• ＩＴにより遠距離でも協同研究（digital scholarship)が可能になる 
 
• 米国 人文系への助成金削減  ->  海外との研究協力歓迎 

 
• 米国の人文・社会科学研究予算  図書館予算  削減されたとはいえ、他国と比べると依然と多い        

 
   図書館による研究支援がある  Digital  Scholarship （データ管理・出版）を支える基盤が充実 
     
         ヨーロッパ、アジアの研究者 ー アメリカの研究者との協同研究を望む 
 
 
• アカデミズムの｛政治学｝  共同執筆者となり 主要ジャーナル にデビュー   

 
    “メインストリーム” に食い込んでいこうとする アジア の研究者  
 
  

 
研究と教育の傾向  （人文社会科学）  ２０００年頃から 顕著になる 
 
Interdisciplinary,  Diversity,  Globalization, Digital scholarship – Big data   
 



 
 
 
 
 
 
              
  
 
 
                                                                                                                                                                                      

 

    
   データ共有計画がなければ、 助成金無し No deposit, No grant ! 

  
   共有しなければ、論文掲載なし No deposit, No publish in major academic journals.   

         American Association of political science, American Sociological Association  
 

   Publish or Perish 発表せよ、さもなくば滅びよ    
 

           引用数    どれだけ重要な研究なのか   研究者としての確立   
 

           論文が注目される、アクセスされやすい環境を整備する 

 
  
  

変化する研究と教育環境の中で 
必要とされる図書館・専門職員として持続的に発展するために何をするのか 

 

電子化資料の増加 
Digital Scholarship、Big Data 

人文学への財政支援減少 
(軍備・不況・反知性主義）  

  研究条件・環境の変化  利用し生成したデータの共有を前提にするデータ管理・公開が義務化 



図書館＝学術研究のセンターとして 

 

学習研究のための場所を提供 

 

紙と電子の資料（データ）を 

 

保存、供給し、研究ツールを提供し、 

 

研究成果のデータを保存し、発信する  

 

      大学出版が図書館に参加 



図書館 = 知識・情報の保存とアクセスの保証  

民主主義の基本 
 

米国の建国理念かつアイデンティティ 

Freedom of speech,  expression, religion … 
 

資料の保存とアクセスを保証する 

     

資料（紙・電子）の保存と共有  
オープンアクセス 

 助成金による研究成果・検証
データのオープンアクセスと共有 

図書館が 
テキスト・統計・メディア・音源等  

多様なデータを保存し 
研究のためにアクセスを可能にする 

情報基盤を提供する 



 

デジタル研究を支える図書館サービス 
 
何をしたいか、そのためには何が利用できるか  
 

１．アナログ資料を電子化しながらＸＭＬでマークアップし 
  標準化する＊ 
 
2．ボーンデジタル＋アーカイブ環境を構築する 

 
３．上記、１，２をデータベース化する 
 
４．データベース化された資料を様々なソフトウェアで分析する 
 
５．分析の上で、付加・構築される情報をデジタルアーカイブ化
してデータベース化する 
 

６．１～５の循環型デジタル研究活動をSNSソフトウェア等 
  で、コミュニティ化・ネットワーク化する。 
 

＊７．データが標準化されていなければ、個々のプロジェクトを
繋ぎ、継続することも可能。そのことにより研究・ネットワーク化
もしやすくなる。 

デジタル研究の基本ステップ 



 
 

多様な研究分野を支える司書                     資料と学習者・研究者をつなぐ 
サブジェクト スペシャリスト  Subject librarian   ミシガン大学図書館 １００人  法科は含まず 

 学問領域の専門知識  修士号・博士号＋情報学修士号  

  



   
デジタル研究を支える 新しいタイプのライブラリアン     

学習、研究のデザインを助ける  



図書館のフルテキスト資料を 世界中の研究者と繋げる 

 
 
 
 

登録無料 
オープンソース 

 

ORCID 
Open  

Researcher  
and  

Contributor  
ID 

 
 

 ＯＲＣＩＤ 研究者 ＩＤ = 世界にひとりだけの研究者  



ＯＲＣＩＤ 
分野、研究、場所、セクター、国境を越えた研究者のデータベース 

 

 

 

 

 

 

  永続的な研究者のＩＤ ー デジタル化された研究成果とリンク 

研究助成機関 
 

研究成果を追跡把握 

助成金と成果についての正確
性と透明性が向上。。等 

研究機関 
 

研究者・教員の業績を正確に把握。。等 

 
出版社 

 
正確な著者データベース 
（査読者、著者を探す。。等） 

 

学会 
 
 



Ro 
 

論文のリンクをクリックすると図書館が契約している
データベース内の論文には 

フルテキストで瞬時にアクセスできる 
 

ORCID の例 

Dr. Robert Scott 
0000-0003-2573-533X 

同姓同名者がずらり 
そこでＩＤ＃で識別 



 
 
 

出版による発信 
 
大学出版会が図書館の一部になる 
 
 
 



学生の＜今＞を＜未来＞につなぐ － 企業家を育てる 
図書館が提供するサービス Center for Entrepreneur  

 

 

 

アカデミックな助言 

ミシガン大学同窓生のネットワークに繋ぐ 

助成金を支給 

その他の様々なサポート 

 





図書館・司書 日本語リソー
スへのアクセスを保証する 



１００人以上の日本人医学関係者がＵＭ医学部、大学病院でPost Doctoral 研究、 

インターン、臨床医として活躍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

           人文学学会雑誌フルテキストが ＯＮ ＴＩＭＥ で  

           世界からアクセス可能になることが必須！ 

 

なぜ、ミシガン大学に？ 

既存のコネクション 

ＰＵＢＭＥＤ検索を通じて 
研究者を探した 

科学、技術、工学、医学の世界は世界基準が確立されており、 
日本人も既にグローバルに活躍、ノーベル賞受賞 

日本での人文学・社会科学研究は世界から研究者を惹きつけているだろうか？ 



       

 

    世界の人文学研究に貢献する日本 



SAT大正新脩大藏經テキストデータベース  



 



Hathi Trust 日本語書籍 フルテキスト 90,798 冊 
慶應義塾大学 3分の２  



世界のどこからでも利用できる日本語資料 
1876年以前出版物 （140年前）  

8,682 タイトル 慶應義塾大学が その８７％を提供 



 

ミシガン大学図書館目録 Hathi Trust 電子資料も同時検索 

オリジナル 慶應義塾大学所蔵   





Hathi Trust Research Center  
 

距離を越えて世界中の研究者と共同研究できる空間 



海外からも利用できる貴重な電子資料の数々 





しかし、内容が貴重なだけに、残念なことが。。。。 

日本の学術データベースは 科研費で 

研究者のチーム（業者も入り）で 

作製されていることが多かったため 

 

個々のデータベースは研究者の 

サーバーに存在することが多く 

 

 

研究者の退職によりデータベースはホームを失い、どこへ行く？   

 

公的助成金による研究の成果 ー 公的に共有され利用される情報基盤と 

オープンアクセスの保証と実体証明を助成金の条件にする時が来ている 

「オープンサイエンス研究データ共有ポリシー」 



Scattered resources 
Aozora 
bunko 

Museums 

Individual 
projects 

Research 
institutions  

渋沢社史データベース
など 

Digital texts in 
universities 

紅 

Japanese 
Text 

Initiative 

国立国語研究所
プロジェクト 

 国会図書館 

What 
materials are 

available? 

Archives 
JCAR 

 外邦図デジタル
アーカイブ 

Japan 
Knowledge 

Library of 
Congress 

Union list of 
resources  ?? 







 
国立文学研究資料館 

             古典籍大型プロジェクト  
               古典籍のグローバル目録の構築へ？ 

  

国文研資料 

 

日本の大学図書館古典籍デジタル資料  

 

欧州の古典籍コレクション 

 

ハーバード大学 

カリフォルニア大学バークレー校、 

    ロサンジェルス校古典籍 

 

古典籍書誌情報を加えデジタル資料
にリンクは可能 
世界最大の古典籍データベース？ 



 

デジタル資料が 海外での日本研究の質を変えつつある。。。 
 

           明星大学日本文化学科国際シンポジウム 2016.1.11 於明星大学 

           「本がつなぐ日本と世界―古典籍と目録・研究の国際化」報告 
                                勝又基（明星大学）より引用 
  

マシュー・フレーリ ブランダイス大学 Matthew Fraleigh 

 

「欧米研究者から見た日本学資料の蔵書目録・データベース・デジタル化」 

 

大学院生であったころ － 前近代日本文学研究ではくずし字を読む風潮はなかった 

 

早稲田大学「古典籍総合データベース」 で  

くずし字原本の画像が海外でも利用可能となる 

 

くずし字を独学 

 

現在 くずし字の基本的読解は 前近代日本文学を 

学ぶ大学院生にとっては必須の技能 となる 

 

イエール大学での国文研大型事業が紹介された時 

盛大な歓迎の拍手が沸き起こる      

 
  笠間書院オンラインhttp://kasamashoin.jp/2016/03/2016111.html   

http://apps.brandeis.edu/directory/run_query?attr=mailAcceptingGeneralId&clause=is&query=fraleigh&limit=Anyone
http://apps.brandeis.edu/directory/run_query?attr=mailAcceptingGeneralId&clause=is&query=fraleigh&limit=Anyone




 
 

越境する試みと協同作業を続け 
 

これからの人文学研究に利用できる資料として、人々が利用できる資料として、 

 
保存しアクセスを保証する 

  
 

研究者 

データベース資料  

プラットフォーム・ソフ
トフェア開発業者・出

版社 

行政 

学術研究
政策 

学会 

図書館 美術館・博物館 

アーカイブ 

異なる人々を繋げる 
新しい方法と価値を 

生み出す 



 
 

スーパーグローバル化を計画する日本への示唆は？ (人文・社会科学） 
 

• 「路地裏の老舗から 一流どころが集まる５番街へ」 

 

            アクセスの改善 ー世界の（トップクラス）留学生・研究者を惹きつける 

 

• デジタル研究に利用できる日本語資料の データアーカイブとオープンアクセスの保証 

• One place で フルテキスト 検索ができるプラットフォームが必要  

   ＮＥＷ Ｊ－Ｓｔａｇｅ？ 

 

• トップレベルの国際共同研究に参加する  

• グローバル協同研究のホスト校になる  国際共同研究 例 Ｍｉｎｏｒｉｔｙ ａｔ Ｒｉｓｋ  

 

 

公的助成金を受け、世界基準の学会誌で発表できる条件を満たす所属機関の情報基盤整備が必要 

 

          

• 日本の研究機関が主導権を握る － 海外から参加しやすい時期に 

 

  日本で国際会議を開きその分野で最も権威ある会議に育てる （例：国文学研究資料館） 

     








